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資料１ 育成を目指す資質・能力の三つの柱 

はじめに 
 教職に憧れを抱き，教職に就いて 19 年が経過した。学習指導や生徒指導等，周りの先輩方に
支えていただきながら，これまで教育活動に取り組んできた。その中で，教科指導にあたり，こ
れまでずっと私自身が大切にしてきたことがある。それは，生徒が「学ぶ楽しさや喜びを感じる
授業設計をする」ことである。 

  変化の激しいこれからの時代を生き抜く子供たちにとって大切なことは，知識や技能の習得だ
けでなく，課題を解決するために必要な資質や能力の育成である。教職の年数を重ねるにつれ，
これらの資質・能力を身に付けさせた上で，生徒に学ぶことの楽しさや成就感を味わわせる授業
設計の大切さをより感じるようになり，今年度は「課題を解決するために必要な資質・能力を育
成する社会科指導」という研究テーマを設定した。 
これまでに実践してきた研究を振り返り，本研究における反省点や課題点を少しでも明確にす

ることで，更なる指導力の向上につなげたいと考える。 
 
Ⅰ 研究主題について 
 １ 研究主題 

 
 
 
 
 

 
２ 主題設定の理由 

⑴ 学習指導要領から 
学習指導要領（平成 29 年）の第１章「総則」においては，

社会の変化に対応するために育成を目指す資質・能力を「知
識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か
う力，人間性等」の三つの柱で整理している（資料１）。 

 
⑵ 社会の要請から 

21 世紀に入り，グローバル化や情報化が一層進展し，将 
来の予測が極めて困難な時代を迎えている。ICT の更なる
進化により，現在存在する職業の半数は AI によって代替 可能とされ，それらが全て
の子供たちのキャリアや生き方に影響を与えると指摘されている。 
複雑で変化の激しい社会の中では，固有の組織のこれまでの在り方を前提としてどのよう

に生きるかだけではなく，様々な情報や出来事を受け止め，主体的に判断しながら，自分を
社会の中でどのように位置付け，他者と一緒に生き，課題を解決していくための力が必要と
なる。その達成のためには，未来を生きる子供たちに「何を学ぶか」だけでなく，「何がで
きるようになるか」（どのような資質・能力の育成を目指すのか）を実現する教育が求めら
れている。つまり，知識や技能を活用しながら「自分で考え，表現し，実際の社会で生かす」
ことが求められる。 
これらのことから，社会科における学習においても，生徒が新しい知識や技能を得て，そ

れらの知識や技能を活用して思考することを通して，知識や技能をより確かなものとして習
得するとともに，思考力，判断力，表現力等を養い，新たな学びに向かったり，学びを人生
や社会に生かそうとしたりする力を身に付けさせるような授業の展開が必要である。 

 
⑶ 生徒の実態から 

本校は全校生徒 15 人という小規模校である。どの学年の生徒も社会科に対する関心・意 
欲は高く，授業態度も真面目である。一方で，資料を基に根拠をもって自分の考えを表現し 
たり，周りと協働して思考を高めたりすることに対しては苦手意識をもつ生徒が多い。深い
学びの実現のためには，社会的事象の特色や意味などを多面的・多角的に考えたり，異なる
立場に分かれて議論したりして，自らの考えを広げ深めることが大切である。本校生徒に身
に付けてほしい資質・能力の状況や，日頃の授業で取り組んでいる学習活動について，生徒
の意識を把握するため，アンケート調査を実施した（令和４年５月実施 対象：生徒 13人）。 
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資料２はその結果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１，２の結果から，学習に対する見通しや振り返りを意識させて課題解決を図らせること

が大切であると考えた。４の結果は，少人数のため，多様な意見や考えにふれる機会がこれ

まで少なかったことが原因であると考えられる。そこで，対話を通して自分の考えを深める

授業展開の必要性を強く感じた。 
Ⅱ 研究内容 
  
 
 
 
 
 
 
Ⅲ 研究の取組 

１ 社会科において育む資質・能力の整理 
中学校学習指導要領（平成 29 年告示）では，社会科の目標を，次のように設定している。 
 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視
野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成
者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成することを目指す。 
 
「公民としての資質・能力の基礎」は，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，

「学びに向かう力，人間性等」の三つの資質・能力の全てが結び付いて育まれることを通し

て養われる。そのことは，社会的な見方や考え方を培いながら積み重ねる「社会との関わり

を意識した課題解決的な学習」を通して実現されると考えられる。 
これらを踏まえて，本校社会科において育む資質・能力を，本校の生徒の実態と照らし合

わせ，次のように設定した。 
知識及び技能 

「何を知っているか・何が

できるか」 
○ 我が国の国土と歴史や現代社会の政治，経済，国際関係に関する理解 
○ 調査や諸資料から，社会的事象について調べ，まとめる技能 

思考力，判断
力，表現力等 

「知っていること・できる

ことをどう使うか」 

○ 社会的な見方・考え方を働かせながら，社会的事象の意味や意義，特
色や相互の関連を考察する力 

○ 社会的な見方・考え方を働かせながら，社会に見られる課題を把握し，
その解決に向けて多面的・多角的に考察したり，構想したりする力 

○ 考察したこと，構想したことを説明し，議論する力 
学びに向かう
力，人間性等 

「どのように社会・世界と

関わり，よりよい人生を送

るか」 

○ 社会的事象について主体的に調べ，課題を意欲的に追究しようとする
態度 

○ よりよい社会の実現を視野に考察，構想したことを社会生活に生かそ
うとする態度 

○ 他者との対話を通して課題を解決しようとする態度 

１ 学習課題をしっかり把握し，学習の見通し 
をもって自ら進んで学習に取り組んでいる。 

 （見通しに基づいて活動することができるか） 
２ 自分が学習した過程を振り返り，次の学習 
や生活に生かそうとすることができる。 

（学習を振り返り，学んだことを学習や生活に生かすことができるか）   

３ 課題解決のために，他者と協力して取り組 
むことができる。  

４ 話題に沿って話し合い，互いの考えを高め 
合うことができる。 

資料２   アンケート結果 

１ 社会科において育む資質・能力の整理 

 

２ 課題を解決するために必要な資質・能力を育む授業設計 

⑴ 「見通し」・「振り返り」の手立ての工夫 

⑵  積極的に交流・探究させる手立ての工夫 

２人 ６人 ３人 ２人

４人 ４人 ３人２人

４人 ４人 ３人 ２人

１人 ３人 ７人 ２人

とても
そう思う

そう
思う

あまり
思わない

全く
思わない

10 13 ６ ３ ０ 
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  ２  課題を解決するために必要な資質・能力を育む授業設計 
⑴ 「見通し」・「振り返り」の手立ての工夫 

       ア 学習課題の解決に向けたリフレクションシートの活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「見通し」とは，「社会的な見方・考え方」を働かせ，社会に見られる課題を把握して，
課題解決の予想をしたり，解決への視点や方法を明らかにしたりすることである。   

「見通し」をもつことにより，課題解決に向けてどこに着目し，どのように考えてい
くのかを把握することができ，学習の方向付けが明確となって，主体的に課題を解決す
ることにつながる。また，課題解決の際に対話的な学習を繰り返し行うことを通して，
自己の変容に気付いたり，他者の考えのよさを実感したりして，「社会的な見方・考え方」
が育まれていくと考える。 

「振り返り」とは，１単位時間や１単元の中で，学習内容などを想起し，既習事項と
関連付けたり，新たな問いを見いだしたりする活動である。振り返りを重視することで，
学んだことや課題解決のための方法等を整理し，自己の変容に気付いたり，社会生活へ
の活用・意味付けや概念を形成したり，体系化したりすることができる。 

そこで，令和元年度から生徒の「見通し」や「振り返り」を支援するためのツールと
して「リフレクションシート」を作成し，活用してきた（資料３）。１単位時間ごとの「見
通し」や「振り返り」だけではなく，単元を通したテーマを設定し，単元全体で学ぶべ
き学習内容を把握するとともに，個別的な知識が概念的・構造的な知識として関連付け
られ，知識の理解の質が高まるようなものになるよう作成してきた。しかし，これまで
の研究において，次のような課題が明らかとなった。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ リフレクションシートに記入する内容が，学習課題に対するまとめのみで，１単位時間に
おける課題を解決する中でどのようなことを新たに学んだか，疑問に感じたか，などの「自
己の変容」が見取りにくい。 

○ 生徒がどのように「社会的な見方・考え方」を働かせて課題を解決すべきか，または解決
したか，思考の流れがイメージしづらい。 

○ 学んだことを，これからの生活や社会でどのように生かすか，生徒の学びに向かう態度が
見取りにくい。 

資料３ 令和元年度のリフレクションシート 
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中学校学習指導要領解説総則編（平成 29 年告示）には，「第３節 教育課程の実施と
学習評価」の１の⑷に「生徒が学習の見通しを立てたり，学習したことを振り返ったり
する活動を，計画的に取り入れるように工夫すること」とある。そこで，これまでの課
題を基に，次のような改善を図った（資料４）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 知識の理解の質を高める問いの設定 
社会科の学習においては，既

にもっている知識と，新たに学
習した知識とが別の場面でつな
がったり，関連し合ったりする
場面がある。知識と知識が相互
に関連して結び付く場面や，単
元の学習テーマの中心となる深
い思考を必要とする授業におい
て，教師が意図的に生徒の深い
思考を要する問いを設定し，対
話的に課題解決を図らせること
によって，生徒の深い学びの実
現が図られると考える。その際，
「社会的な見方・考え方」を働
かせ，単元全体や１単位時間の
授業を見通した「問い」の構成
の工夫は極めて重要である（資
料５）。 
資料６は，地理的分野「世界各地の人々の生活と環境－常夏の島で暮らす人々－」の授

業実践の流れを示したものである。この単元では，学習指導要領において，「世界各地に
おける人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所の自然及び社会
的条件などに着目して多面的・多角的に考察し，表現すること」としている。 
そこでこの単元では，世界の人々の生活が営まれる場所の自然及び社会的条件などに

ついて，「衣食住を中心とした人々の生活」に着目し，人々の生活が可変的なものであ
ることに気付かせるようにした。そのため，学習活動としては，人々の衣食住の特色を
通して，その場所における生活の特色をとらえ，自然及び社会的条件との関係について，
考察を深めさせるようにした。 
この授業では，熱帯地域に住む人々の生活の様子を資料から読み取り，以前との生活

の変化について捉えることを通して，経済発展と持続可能な開発の在り方について多面
的・多角的に考察する。導入においては，写真等の資料から既習事項である他地域（乾

学習課題の問い 社会認識形成の 
段階 社会認識の深まり 

・ どうすべきか 
【主体認識】 

・ 学んだことを活用

して社会的事象に

ついて判断できる。 

 社会的事象につい

て，より深く理解する

（認識する）。 
 
 
 
 
 
 社会的事象につい

て，事実を知る（認識

する）。 

・ なぜ 
【関係認識】 

・ 社会的事象の因果

関係等について考

察できる。 
・ どのように 
【関係認識】 

 

・ 社会的事象の一般

的な傾向や法則性

を考察できる。 

・ 誰が ・ 何を 
・ いつ ・ どこで 
【事実認識】 

・ 身近な社会的事象

についての事実を

知る。 

１単位時間ご
との学習課題に
対するまとめ 

単元を通した学習
から新たに生まれた
問いに対する，自分
の考え・まとめ 

学習を通した自
己の変容や新たに
生じた疑問の記述 単元を通した学習

テーマをプリントの
中央に設置し，毎時間
単元の内容を意識さ
せるようにした。 

単元を通し
たテーマに対
するまとめ 

資料４ 今年度のリフレクションシート 

単元を通したテー
マに対する自分の考
え・予想 

資料５ 社会認識と学習課題の問いとの関連 
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燥帯）との比較をさせた上で，「一
年中気温が高い地域で，人々はどの
ような生活をしているのだろうか。」
という学習課題を設定した。これま
での学習から，人々の生活について
考える時には，「衣食住」に着目す
ることを想起させ，本時の解決の方
法について，シンキングスキルを活
用し，課題解決への「見通し」をも
たせた。 
課題解決に必要な知識や技能を習

得させ，サモアの人々が抱える問題
と将来の展望について考察した後，
より深い思考を必要とする新たな問
い「持続可能なサモアの開発はいか
にあるべきか。」を設定した。サモア
の安定した経済成長に必要な主要産
業は，これまでの伝統的な農業を中
心としたものにすべきか，観光業を
中心としたものにすべきか，またそ
れ以外か「効率」と「公正」の視点
を基に対話を通した課題解決を図り，
生徒のより深い思考を促すことがで
きた。授業の終末に，学習課題に対
するまとめを行い，学習内容の「振
り返り」を行った上で，「私たちの徳
之島の持続可能な開発は，いかにあ
るべきか。」という新たな疑問が生ま
れ，授業を終えた。このような授業
の流れをつくる上で，「Think Globally，Act Locally（地球規模で考え，足下から行動
せよ）」という視点を授業設計の柱にしていくことも重要である。 

このように，「社会的な見方・考え方」を働かせ，これまで習得した知識と新たに習得
した知識を関連させ，更に思考を深めるための「問い」を設定することで，事実に関わ
る知識が，概念に関わる知識へと質が高まり，「公民としての資質・能力」が育成されて
いくと考える。 

 
⑵ 積極的に交流・探究させる手立ての工夫 
ア シンキングスキルの活用 

「社会的な見方・考え方」とは，社会的事

象の意味や意義，特色や相互の関連等を考察

したり，社会に見られる課題を把握してその

解決に向け構想したりする際の「視点や方

法」とされている。 
 この「社会的な見方・考え方」を働かせ，

課題解決的な授業を展開する中で，解決とし

て導く答えが一つとは限らないものや，社会

的事象における相互の関連の中で，最適解や

納得解を導くための有効な手段の一つとし

て，本校社会科では令和２年度より，シンキ

ングスキルを活用してきた。 
資料７は，「社会的な見方・考え方」を働か

せ，課題解決を図るために整理したシンキン

グスキルの一覧である。社会科では，シンキングスキルを８つの項目に絞り，授業におい

て思考・判断を要する場面や終末時において，どのシンキングスキルを活用して課題解決

を図ったかを生徒に振り返らせるようにした。 

資料７ 社会科で活用するシンキングスキル 

（リフレクションシートの裏面に掲載） 

社会的な見方・考
え方（シンキングス
キル）を踏まえて設
定した学習課題 

課題解決を図る上
で生じた疑問を基に
設定した「新たな問
い」 

振り返りの場面で生
じた新たな疑問：「徳之
島の開発と環境保全の
両立は，どのように進め
ていくべきか。」 

資料６ 「常夏の島で暮らす人々」の授業実践 
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資料９ 「開発の進行と影響」における対話的で深い学びの授業実践 

具体的には，資料を基に思考を整理した
り，複数の立場や意見を踏まえて構想した
りする活動において，シンキングスキルの
一覧を確認させながら，自分の思考を可視
化できるように工夫した（資料８）。 

 
イ 対話的に課題解決を図る場の設定 

「対話的な学び」とは，社会的事象の特色  
や意味などを多面的・多角的に考えたり，異 
なる立場に分かれて議論したりして，自らの 
考えを広げ深めることなどである。また，「深 
い学び」とは，「社会的な見方・考え方」を 
働かせた考察によって，知識を相互に関連付 
けてより深く理解することなどである。リフ 
レクションシートを用いて１単位時間の授 
業や１単元全体の「見通し」をもたせ，単元 
の中核をなす思考・判断を要する授業におい 
て知識の質を高める問いを意図的に設定す 
ることで，生徒の知識の質を「事実に関わる 
知識」から，「概念に関わる知識」まで高め 
ることが期待できる。さらに，「深い学び」 
の実現のためには，「生徒にとって身近な課 
題」，「自身の利害に関わる課題」等，課題 
解決の必要性を生徒が実感できる課題を設 
定し，対話的に解決することが望ましい。 
日々の授業においても，単元の指導計画の

中に，単元を通したテーマを解決する上で必

要な思考・判断・表現を要する１単位時間の

授業を位置付けて，授業改善を図ってきた。 
資料９は，第１学年地理的分野「開発の進行と影響」の授業実践を示したものである。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料や既習事項を基に，「社会的な見方・考え方」を働かせて学習課題を設定し，開発
がもたらす地球環境への影響にについて考えさせる場面では，シンキングスキル（資料７）
を活用させ，ペアによる解決を図らせた。さらに，課題解決をしていく中で，南アメリカ
における持続可能な開発について考える場面では，開発と環境保全の両立は，自分たちの
住む徳之島においても重要な課題であるという「学びの必要性」を生徒に認識させた上で，
より深い思考を必要とする，新たな問い「持続可能な徳之島の開発は，いかにあるべきか」
を設定し，対話的な学びを通して考えさせた。思考を促すために既習事項である「常夏の

新

た

な

疑

問 

・

新

た

な

問

い 主体的・
対話的で
深い学び
の実現 

【学習課題２】持続可能な徳之島の開発は，いか

にあるべきか？ 
【学習課題１】南アメリカで行われている開発は，ど

のような影響をあたえているか。 
自

身

の

利

害

に

関

わ

る

資

料

提

示 

 対話を通し

て，知識を相

互に関連付け

た深い学びへ 

事実に関す

る知識から概

念に関わる知

識の習得 

学習課

題１の解

決 

シンキングスキ

ルの活用による思

考の整理 

複数の資

料の読み取

り・解釈 

社会に見られる課
題の解決を対話的に
構想（考察・構想に
基づく主体認識） 

資料８ 「常夏の島で暮らす人々」で用いたワークシート 

このまま森
林伐採が進ん
でしまうと，
地球環境はど
うなっていく
のかな？ 

温暖化が
進んで，大
きな災害が
起こりやす
くなってし
まうんじゃ
ないかな？
大変だ！ 

生態系に影響
が出ない程度で
作物の栽培をし
たり，自然保護
区域を明確に設
定したりすれば
どうかな？ 

自然と人間の相互
依存関係に関わるこ
とを記述（解釈に基
づく関係認識） 

資料を基に読み取
れることを記述（読
み取りに基づく事実
認識） 
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島で暮らす人々」の農業と観光業の両立に関する資料を提示し，その授業で学んだことを
想起させながら，事実に関わる知識を概念に関わる知識へと高められるように工夫した。
その際，「Think Globally，Act Locally（地球規模で考え，足下から行動せよ）」とい
う視点をもち，今後も課題解決を図るように促し，授業を終えた。 
このように，単元を通したテーマを設定し，生徒のより深い思考を促す課題解決的な学

習を充実させ，他者と共に思考と認識を深める場を設定することで，生徒が社会的な見
方・考え方を働かせて，知識の質をより高めることができると考える。 

 

Ⅳ 研究のまとめ  

１ 研究の考察 

⑴ 「見通し」・「振り返り」の手立ての工夫 

   リフレクションシートを活用して，単元全体の学習内容に対する「見通し」をもたせる 
指導の工夫をしたところ，資料 10 のような結果が得られた。また，１単位時間の学習内容
や単元全体の「振り返り」ができるような指導の工夫をしたところ，資料 11 のような結果
が得られた。学習を通した自己の変容を自覚化することで，新たな疑問や課題意識をもち，
以降の学習につなげようとする生徒が増えてきた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 積極的に交流・探究させる手立ての工夫 
シンキングスキルを活用して，学習に対する「見通し」をもたせたり，対話的な学習を通 

して思考を深めたりする手立ての工夫を行ったところ，資料 12 のような結果が得られた。 
５月時点よりも 12 月の方が，課題解決に向けての「見通し」や，解決のための視点や方法 
を生徒自身が自ら考えられるようになってきた。一方で，学習課題の解決を図る上で新たに 
生まれた疑問や問いを基に，別の視点から考えを深めることができたかという問いに対して 
は，資料 13 のような結果が得られた。全体的には，シンキングスキルを活用して課題解決 
を図ることが定着しつつあるものの，生徒によっては，思考の深まりが不十分で，既習の知 
識と新たな知識を相互に関連させて，概念的な知識まで高めることができていない状況が見 
られる。今後も引き続き，シンキングスキルを活用して，学んだことから生まれた「新たな 
疑問」を追究することで，深い思考が促される授業を展開していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10 意識調査：「リフレクションシートを活用する

ことで，単元全体や１単位時間の学習への見通

しをもつことができたか。」 

資料 13 意識調査：「課題解決を図る上で生まれた新

たな疑問を基に，別の視点から自分の考えを

深めることができたか。」 

資料 12 意識調査：「シンキングスキルを活

用して，課題解決を図ることができた

か。」 

資料 11 意識調査：「リフレクションシートを活用する

ことで，単元全体や１単位時間の学習の振り返

りができたか。」 

５月

12月

とても
そう思う

そう
思う

あまり思
わない

全く思
わない

６人

０ ３ ６ １０ １３

６人 ６人 １人

３人 ２人２人 ５月

12月

とても
そう思う

そう
思う

あまり思
わない

全く思
わない

４人

０ ３ ６ １０ １３

６人 ６人 １人

３人２人 ４人

５月

12月

とても
そう思う

そう
思う

あまり思
わない

全く思
わない

４人

０ ３ ６ １０ １３

５人 ５人 １人

３人３人 ３人

２人

５月

12月

とても
そう思う

そう
思う

あまり思
わない

全く思
わない

０ ３ ６ １０ １３

３人 ２人

３人２人 ４人４人

４人 ４人

 とても
そう思う

そう
思う

あまり
思わない

全く
思わない  

 とても
そう思う

そう
思う

あまり
思わない

全く
思わない  

 とても
そう思う

そう
思う

あまり
思わない

全く
思わない  

 とても
そう思う

そう
思う

あまり
思わない

全く
思わない  
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２ 成果 
⑴ リフレクションシートに学習を通した自己の変容を記述させることによって，学習に対す 

る「振り返り」がより効果的となり，単元を通した学習テーマと１単位時間の学習内容のつ 
ながりを生徒がより意識できるようになり，他の単元でも学んだことを生かせるようになっ 
た。 

⑵ シンキングスキルを意識して思考・判断させることを通して，学習への「見通し」をもたせ 
るとともに，課題解決のための視点や方法について，これまで学んだ学習内容と関連付けて， 
生徒自身が自ら考えられるようになってきた。 

⑶ 単元の学習テーマの中心となる深い思考を必要とする授業において，生徒の知識の質を高め 
るための問いを意図的に設定し，対話的に解決させる指導の工夫をすることで，社会的事象の 
意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり，課題の解決を対話的に構想し 
たりできるようになってきた。 

⑷ 生徒にとって身近な課題や，自身の利害に関わる課題などを対話的に解決する場を設定する 
ことを通して，生徒が学びの必要性を実感するとともに，学んだことを実生活に生かそうとす 
る姿勢の涵養につながった。 
 

３ 課題 

⑴ 生徒の「学びに向かう力」を涵養するための手段として，単元を通した学習テーマの解決 
のための視点や方法を生徒自身が記述し，学びの価値を見いだすリフレクションシートの作 
成が必要であると考える。 

⑵ リフレクションシートに，１単位時間に生徒が習得すべき知識・技能をあらかじめ明確に 
するなどの工夫を行うことで，教師の指導すべきポイントが明確になるとともに，生徒の効 
率的な学びにつながるのではないかと考える。 

⑶ １単位時間における思考力・判断力・表現力等の育成及び，学習に対する「振り返り」を 
充実させるには，十分な時間の確保が必要である。そのための指導計画・授業設計の立案が 
大切であると考える。 

 

おわりに 

課題を解決するために必要な資質・能力を育む授業設計について研究に取り組むことを通して， 
教師としての資質向上を図ることができた。 

これまでの実践を整理し，更に改善を重ねることを通して，一人でも多くの生徒が社会科を学
ぶ楽しさを味わうとともに，学びの価値を見いだし，自ら学びに向かう姿勢を身に付けることの
手助けができればと考える。 

授業中に，生徒が目を輝かせながら課題に取り組んだり，発表したりする姿が，自分自身の学
びに向かうエネルギーになっている。これからも，「学び続けること」を忘れることなく，これ
からの未来を担う子供たちの育成に努めていきたいと考える。 
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